
至
徳
二
載
（
七
五
七）
三
月
の
作
と
さ
れ
る、

杜
甫
「
春
望」
の

頷
聯
は、
「
感
時
花
猿
涙 、

恨
別
鳥
驚
心」

と
詠
じ
ら
れ
る。

こ
の
二
旬
に
つ
い
て、
「
漑」
「
驚」
の
主
語
（
主
体）
を
ど
の
よ

う
に
と
る
か
に
よ
っ
て
大
き
く

二
つ
の
解
釈
に
分
か
れ
る
こ
と
は、

よ
く

知
ら
れ
て
い
る。

例
え
ば
『
校
注
唐
詩
解
釈
辞
典」
（
大
修
館

書
店 、
一
九
八
七 。
「
春
望」

の
執
筆
は
宇
野
直
人。

以
下、
「
解
釈

辞
典」）
は
「
諸
説
の
異
同」

で、

二
旬
の
解
釈
を
以
下
の
よ
う
に

整
理
し
て
い
る。

A

作
者
が、

花
を
見
て
も
涙
を
流
し、

鳥
の
声
を
聞
い
て
も

心
を
痛
め
る。

B

花
も
涙
を
流
す
か
の
よ
う
に
は
ら
は
ら
と
散
り、

鳥
も
心

を
痛
め
て
い
る
か
の
よ
う
に
暗
く。

A
説
で
は、
「
時
に
感
じ
て
は
花
に
も
涙
を
覗
ぎ 、

別
れ
を
恨
ん

は
じ
め
に

杜
甫
「
春
望」

の
頷
聯
に
つ
い
て

で
は
鳥
に
も
心
を
驚
か
す」
と
読
み、
B
説
で
は、
「
時
に
感
じ
て

花
〔
は〕

涙
を
澱
ぎ 、

別
れ
を
恨
ん
で
鳥
〔
は〕

心
を
驚
か
す」
と

読
む
こ
と
に
な
る
の
も
周
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う。
A
説
に
従
う
も
の

(
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は
枚
挙
に
暇
が
な
い
の
で
こ
こ
で
は
省
略
す
る
が、
B
説
を
と
る
も

の
と
し
て
「
解
釈
辞
典」
は
以
下
を
挙
げ
て
い
る。

南
宋
・

羅
大
経
『
鶴
林
玉
露」
巻一
0 、

世
阿
弥
「
俊
寛」 、

斎
藤
勇
「
杜
甫

そ
の
人、

そ
の
詩」
（
研
究
社 、
一
九
四
六） 、

吉
川
幸
次
郎
『
杜
甫
詩
注』
第
三
冊
（
筑
摩
書
房 、
一
九
七
九） 、

楊
器
「
読
点
唐
詩」 、

劉
若
愚
『
新
し
い
漢
詩
鑑
賞
法」
（
佐
藤

保
訳 、

大
修
館
書
店 、
一
九
七
二） 、

入
谷
仙
介
「
唐
詩
名
作

選」
（
日
中
出
版 、
一
九
八
三） 、

上
田
三
四
二
『
花
に
逢
う

歳
月
の
う
た」

ー
「
花
と
鳥」
（
平
凡
社 、
一
九
八
三）

な
お
「
解
釈
辞
典」
は、
「
仮
に
頷
聯
を
B
説
の
よ
う
に
解
し
た

場
合、

や
や
遊
戯
的
な
印
象
が
混
じ
り、

全
体
の
緊
迫
し
た
流
れ
が

甘
く
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
に
思
わ
れ
る。
そ
れ
は、

擬
人
化
と
い
う

後

藤

秋

正
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手
法
が 、

対
象
の
知
的
操
作
に
負
う
面
が
強
く 、

そ
こ
に
精
神
の
余

裕
を
感
じ
さ
せ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
ろ
う 。」

と
述
べ 、

A
説
に
従

(3)
 

っ
て
い
る 。

『
解
釈
辞
典』

の
見
解
に
異
を
唱
え
よ
う
と
す
る
わ
け
で
は
な
い 。

し
か
し
こ
の
辞
典
が
刊
行
さ
れ
て
か
ら
既
に
三
十
年
近
く
が
経
過
し

て
い
る
こ
と
も
あ
り 、

い
く
つ
か
の
こ
と
が
補
え
そ
う
で
あ
る 。

そ

こ
で 、

こ
れ
ま
で
の
指
摘
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
事
柄
に
つ
い
て
補

足
し
な
が
ら 、

疑
問
点
も
含
め
て
以
下
に
述
べ
て
み
た
い 。

川
合
康
三
江
杜
甫」
（
岩
波
新
書 、

二
0
―
二）

に
お
い
て 、

以

下
の
よ
う
な
見
解
が
示
さ
れ
た 。

川
合
氏
は
A
.
B
両
説
を
比
較
し

て 、

次
の
よ
う
に
言
う 。

少
々
長
く
な
る
が
引
用
し
て
お
こ
う 。

吉
川
幸
次
郎
・

三
好
達
治
「
新
唐
詩
選」

で
は
こ
の
二
旬
に

つ
い
て 、
「
時
に
感
じ
て
花
も
涙
を
漉
ぎ 、

別
れ
を
恨
み
て
鳥

も
心
を
驚
か
す」

と
読
ん
で
い
る 。

早
く
は
謡
曲
「
俊
寛」

の

な
か
で
も
そ
う
読
ま
れ
て
い
る
と 、

ほ
か
な
ら
ぬ
吉
川
先
生
か

(

4
)
 

ら
う
か
が
っ
た
こ
と
が
あ
る
が 、

花
と
鳥
を
主
体
と
す
る
魅
力

的
な
解
釈
で
は
あ
る 。
…
…
日
本
語
に
し
よ
う
と
す
る
と 、
「
花

も」

と
読
む
か
「
花
に
も」

と
読
む
か
決
め
な
く
て
は
な
ら
な

い 。

…
…

「
感
時」
「
恨
別」

の
主
体
は
詩
の
発
語
者
と
も
と

れ
る
し 、

花
や
鳥
と
も
と
れ
る 。
「
浪
涙」
「
驚
心」

も
同
様
で

あ
る 。

語
と
語
の
関
わ
り

方
を
明
示
す
る
指
標
が
な
い
の
だ
か

ら 、

も
と
も
と
動
作
の
主
体
が
何
か
―
つ
に
限
定
さ
れ
て
い
な

い
の
だ 。

発
語
者
と
花
・

烏
と
が
主
客
混
滑
し
た
関
係
の
な
か

で
自
他
の
区
別
が
消
滅
す
る 。

そ
の
曖
昧
な
言
い
方
が 、

人

（
発
語
者）

と
物
（
花
と
鳥）

の
日
常
的
な
役
割
分
担 、

ふ
つ

う
だ
っ
た
ら
人
が
花
や
鳥
に
心
を
動
か
す 、

そ
の
関
係
性
を
壊

し
て
花
や
鳥
が
人
の
世
界
に
心
を
動
か
す
と
い
う
可
能
性
を
抱

え
込
む
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る 。
つ
ま
り
関
係
を
明
示
す
る
指

標
を
必
要
と
し
な
い
言
語
で
あ
る
た
め
に 、

人
と
物
の
関
係
が

多
義
的
に
な
り
え
て
い
る 。

「
発
語
者
と
花
・

鳥
と
が
主
客
混
消
し
た
関
係
の
な
か
で
自
他
の

区
別
が
消
滅
す
る」

と
す
る
見
解
は
注
目
さ
れ
よ
う
が 、

仮
に
杜
甫

が
当
初
か
ら
曖
昧
な
表
現
を
意
図
し
た
と
し
て
も 、

日
本
語
に
移
そ

う
と
す
る
と
「
発
語
者」

か
「
花
・

鳥」

か
の
ど
ち
ら
か
を
主
語
と

し
て
読
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い 。
「
主
客
混
滑
し
た」

こ
と
を
踏
ま

え
て
読
む
と
す
れ
ば 、

ど
の
よ
う
な
読
み
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か 。

こ
の
見
解
を
読
み
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る 。

川

合
氏
の
見
解
は 、

A
説
と
B
説
に
即
し
て
言
え
ば 、

こ
の
両
者
を
統

合
し
た 、

C
説
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
と
な
っ
て
い
る 。

た
だ
し 、

こ
の

よ
う
な
見
解
は
川
合
氏
の
独
創
と
ば
か
り
は
言
え
ま
い 。

例
え
ば
陶
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道
恕
主
編
『

杜
甫
詩
歌
賞
析
集」
（
巴
蜀
書
社 、
一
九
九
三。
「
春

望」
の
担
当
は、

宛
敏
瀕
・

鄭
小
軍）
は
「
人」
と
「
自
然」

が
融

合
し
た
旬
で
あ
る
と
し
て、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る。

由
子
構
思
細
密 、

文
字
精
煉 、

因
而
具
有
多
層
意
蘊 。
…
…

従
詩
歌
美
学
的
角
度
来
説、

這一
聯
詩
体
現
了
「
以
我
観
物、

則
物
皆
着
我
之
色
彩」
（
王
国
維
『
人
間
詞
話」）
的
移
情
作
用。

而
従
文
化
学
的
角
度
来
説、

這一
聯
詩
実
際
上
反
映
了
人
与
自

然
相
融
合
的
中
国
文
化
的
伝
統
精
神 。

さ
て
読
み
方
に
つ
い
て
言
え
ば、
「
解
釈
辞
典」
が
述
べ
る
よ
う

な
A
説
と
B
説
だ
け
に
限
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い。

小
杉
放
庵
（
未

醒 。
一
八
八一
S一

九
六
四）
の
『
唐
詩
及
唐
詩
人」
（
書
物
展
望
社 、

一
九
三
九
・

九 、

初
版）
は、
「
時
に
感
じ
て
は
花
に
涙
を
そ
A
ぎ 、

別
れ
を
恨
み
て
は
鳥
も
心
を
驚
か
す」
と
読
ん
で
い
る。
主
語
は
そ

れ
ぞ
れ
第
三
旬
が
杜
甫 、

第
四
旬
が
鳥
と
い
う
こ
と
に
な
り、

い
わ

ば
A
説
と
B
説
を
折
衷
し
た
読
み
方
に
な
っ
て
い
る。
た
だ
し、

こ

の
よ
う
に
読
む
根
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い。
た
だ
第
三
旬、
「
花
に」

が
「
花
も」

の、

第
四
旬
「
鳥
も」
が
「
鳥
に
も」
の
誤
植
で
あ
る

可
能
性
も
否
定
で
き
な
い。
そ
こ
で
他
の
刊
本
を
確
認
し
た
と
こ
ろ、

少
な
く
と
も
『
唐
詩
及
唐
詩
人』
（
害
物
展
望
社 、
一
九
四
0
•

三、

訂
正
印
刷 、

同 、

和
紙
版
発
行） 、
「
唐
詩
及
唐
詩
人

上
巻」
（
青

磁
社 、
一
九
四
七）
と
『

唐
詩
及
唐
詩
人』
（
角
川
文
庫 、
一
九
五

四
再
版）
に
お
い
て
は、

変
更
さ
れ
て
い
な
い。
放
庵
は
ど
う
し
て

こ
の
よ
う
に
第
三
旬
の
主
語
を
杜
甫 、

第
四
旬
の
主
語
を
鳥
と
し
た

の
で
あ
ろ
う
か。
あ
る
い
は、

烏
は
動
物
で
あ
っ
て
心
を
有
す
る
が、

花
は
植
物
で
あ
っ
て
心
を
有
し
な
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か。

ま
た、

こ
こ
で
付
言
し
て
お
く
と、

こ
の
旬
を
使
役
的
用
法
で
あ

る
と
見
な
す
王
力
『
漢
語
詩
律
学』
の
見
解
に
つ
い
て
は、

野
口
宗

親
「
杜
甫
「
春
望」
の
猿
涙
に
つ
い
て」
（
熊
本
大
学
教
育
学
部
紀
要、

人
文
科
学
四
三、
一
九
九
四） 、

及
び
同
氏
「
杜
甫
「
春
望」
の
驚

心
に
つ
い
て」
（
熊
本
大
学
教
育
学
部
「
国
語
国
文

研
究
と
教
育」

(
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三
二、
一
九
九
五）
に
詳
細
な
言
及
が
あ
る。
ま
た
凋
至
「
杜
甫
詩

選」
(-
九
五
六
初
版 、

大
光
出
版
社 、
一
九
七
四
再
版）
も
使
役

的
用
法
で
あ
る
と
見
な
し、

そ
れ
ぞ
れ
の
旬
の
語
釈
に
お
い
て
は

「
因
為
感
傷
国
事、

見
到
春
日
花
開
爛
漫 、

反
而
使
人
流
涙 。」 、
「
和

家
人
何
離
隔
根
久 、

聴
到
春
鳥
和
鳴 、

反
而
使
人
驚
心。」

と
述
べ

て
い
る。
た
だ
し、

信
応
挙
「
杜
詩
新
補
注」
（
中
州
古
籍
出
版
社 、

二
0
0
二）
は
王
力
の
説
に
言
及
し、
「
不
可
以
現
代
語
法
縄
之。」

と
言
っ
て
こ
の
読
み
を
否
定
し
て
い
る。
王
力
説
に
従
え
ば、
「
時

に
感
じ
て
花
は
〔
杜
甫
に〕

涙
を
瑕
が
し
め、

別
れ
を
恨
み
て
鳥
は

〔
杜
甫
に〕

心
を
驚
か
し
む」

と
な
ろ
う。

い
ず
れ
に
せ
よ、

こ
れ
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で
こ
の
聯
に
関
す
る
ほ
ぼ
全
て
の
読
み
方
が
出
そ
ろ
っ
た
こ
と
に
な

る。吉
川
幸
次
郎
『
杜
甫
詩
注』
第
三
冊
（
筑
摩
書
房 、
一
九
七
九）

は、
「
ま
た
私
と
同
じ
読
み
方
が、

過
去
に
も
あ
る。」
と
述
べ
た
上

で、

早
く
か
ら
行
わ
れ
た
説
と
し
て、

初
め
に、

宝
慶
二
年
(―
二

二
六）
の
進
士 、

羅
大
経
の
随
筆 、
「
鶴
林
玉
露」
十
の
説
を
挙
げ
る。

(

6
)
 

ま
ず、
こ
れ
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い。
『
鶴
林
玉
露て
の
「
詩
興」

の
条
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る。

詩
莫
尚
乎
興 、

聖
人
言
語、

亦
有
専
是
興
者。
…
…

今
姑
以

杜
陵
詩
言
之、
「
発
澤
州」
云、
「
岸
花
飛
送
客 、

楷
燕
語
留
人」 。

蓋
因
飛
花
語
燕 、

傷
人
情
之
薄 。

言
送
客
留
人、

止
有
燕
与
花

耳。

此
賦
也、

亦
興
也。

若
「
感
時
花
漑
涙 、

恨
別
鳥
驚
心」 、

則
賦
而
非
興
癸 ゜と

う
と

詩
は
興
よ
り
尚
き
は
莫
し、

聖
人
の
言
語
も、

亦
是
の
興
を

し
ば
ら

専
ら
に
す
る
者
有
り。
…
…

今
姑
＜

杜
陵
の
詩
を
以
て
之
を
言

う
に、
「
渾
州
を
発
す」

に
云
う、
「
岸
花
飛
び
て
客
を
送
り、

楢
燕
語
り
て
人
を
留
む」

と。

蓋
し
飛
花
・

語
燕
に
因
り
て、

人
情
の
薄
き
こ
と
を
傷
む 。

言
う
こ
こ
ろ
は
客
を
送
り

人
を
留

む
る
に、

止
だ
燕
と
花
と
有
る
の
み。

此
れ
賦
な
り、

亦
興
な

り。
「
感
時
花
覗
涙 、

恨
別
鳥
驚
心」
の
若
き
は、

則
ち
賦
に

し
て
興
に
非
ざ
る
な
り。

果
た
し
て
こ
の一
文
か
ら、

羅
大
経
は
「
漑
ぐ」
の
主
体
が
花
で

あ
り、
「
驚
か
す」

の
主
体
が
鳥
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
と
理
解

し
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か。

羅
大
経
は、
「
興」

と
は
心
に
触
れ
感

じ
た
事
柄
を
他
の
も
の
に
事
寄
せ
て
表
現
し
た
も
の
で
あ
り、

表
面

的
に
は
「
比
賦」

と
同
様
に
見
え
る
こ
と
が
あ
る
と
述
べ
て
は
い
る

が、
「
漑
ぐ」

の
主
体
が
花
で
あ
り、
「
驚
か
す」
の
主
体
が
鳥
で
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い。
「
春
望」

の
当
該
二
旬

の
前
に
引
か
れ
る
「
澤
州
を
発
す」
（「
杜
詩
詳
注」

巻
ニ
ニ 。

以
下、

「
詳
注」）
の
頷
聯
で、

花
が
杜
甫
を
見
送
り、

燕
が
杜
甫
を
引
き
留

め
る
こ
と
を
言
っ
て、

明
ら
か
に
擬
人
法
を
用
い
て
い
る
こ
と
に
引

き
ず
ら
れ
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か。
た
だ
し
こ
の
聯

も、

言
外
に
人
々
の
情
が
薄
い
た
め
に、

杜
甫
（
自
身）
を
見
送
り

引
き
留
め
て
く
れ
る
の
は
花
と
燕
だ
け
だ
と
い
う
含
意
が
あ
る
の
で

あ
っ
て、

羅
大
経
は
こ
の
点
に
お
い
て
「
賦」
で
あ
り
な
が
ら
「
輿」

を
兼
ね
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る。
「
春
望」

の
当
該

二
旬
も
こ
れ
が
「
賦」

で
あ
り、
「
興」

で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
す

る
だ
け
で
あ
っ
て
擬
人
法
で
あ
る
と
の
指
摘
は
な
い。
「
賦」

で
あ

る
か
ら
擬
人
法
で
あ
る
と
見
な
す
の
は
早
急
で
あ
ろ
う。
こ
う
考
え

(

7
)
 

る
の
に
根
拠
が
な
い
わ
け
で
は
な
い。

和
刻
本
『
鶴
林
玉
露』
は
こ
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で
は
「
鶴
林
玉
露」
以
前
に
頷
聯
の
主
語
を
花
と
鳥
で
あ
る
と
す

る
見
解
は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か。
そ
も
そ
も
「
花
鳥」

が
擬

人
的
に
詠
じ
ら
れ
る
こ
と
は
吉
川
氏
も、
「
か
く

花
や
鳥
を
擬
人
化

す
る
こ
と
は、

無
理
で
あ
る
と
疑
う
な
ら
ば、

例
は
他
の
唐
詩
か
ら

も
挙
げ
得
る
の
で
あ
っ
て、

…
… 。」
と
述
べ、

王
維
「
既
蒙
宥
罪 、

旋
復
拝
官 、

…
…」

（『
全
唐
詩』
巻―
二
八）
と
常
建
「
破
山
寺
後

禅
院」
（「
全
唐
詩」
巻一
四
四）
か
ら
用
例
を
引
い
て
い
る
が、
「
全

唐
詩」
に
お
い
て
は
ほ
か
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る。

冬
至
泳
霜
倶
怨
別

冬
至
り
て
泳
霜

倶
に
別
れ
を
怨
み

春
来
花
鳥
若
為
情

春
来
り
て
花
鳥

情
を
為
す
が
若
し

崖
日
用
「
銭
塘
永
昌」
（
巻
四
六）

花
鳥
惜
芳
非

花
鳥
は
芳
非
を
惜
し
み

鳥
鳴
花
乱
飛

鳥
鳴
き
花
乱
れ
飛
ぶ

劉
希
夷
「
代
閏
人
春
日」
（
巻
八
二）

年
年
洛
陽
栢

年
年

洛
陽
の
栢

花
鳥
弄
帰
人

花
鳥

帰
人
を
弄
す

慮
僕
「
途
中」
（一
作
郭
向
詩 。

巻
九
九）

四

の
聯
を、
「
時
ヲ
感
ジ
テ
ハ
花
ニ
モ
涙
ヲ
浪
ギ 、

別
ヲ
恨
テ
ハ
鳥
二

モ
心
ヲ
驚
ス」
と
読
ん
で
い
る
の
で
あ
る。

こ
れ
ら
の
例
は
す
べ
て
「
花
鳥」

を
擬
人
化
し
て
い
る
と
考
え
て

よ
い
だ
ろ
う 。

こ
れ
ら
以
外
に
も、

杜
審
言
（
六
四
八
？
＼

七
〇

八）
の
「
渡
湘
江」
（『
全
唐
詩』
巻
六
二）
に
は
次
の
句
が
あ
る。

遅
日
林
亭
非
旧
遊

遅
日

林
亭

旧
遊
に
非
ず

お
こ

今
春
花
鳥
作
辺
愁

今
春

花
鳥

辺
愁
を
作
す

「
春
望」
の
諸
注
は、

杜
審
言
の
詩
を
挙
げ
な
い
が、

杜
甫
の
七

律
「
江
上
値
水
如
海
勢 、

聯
短
述」
（「
詳
注」
巻一
0)
の
頷
聯
に

は
次
の
よ
う
に
言
う 。

ゅ

老
去
詩
篇
渾
漫
与

老
い
去
き
て
詩
篇

渾
て
漫
与
な
り

春
来
花
鳥
莫
深
愁

春
来
り
て
花
鳥

深
く
愁
う
る
莫
か
れ

「
春
来」
の
旬
は
杜
審
言
に
学
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う 。
「
江
上
値
水

如
海
勢 、

聯
短
述」
の
第
四
旬
に
つ
い
て
「
詳
注」
は、
「
不
須
対

む
か

も
ち

花
鳥
而
苦
吟
愁
思
癸
（
花
鳥
に
対
い
て
苦
吟
．

愁
思
す
る
を
須
い

ず） 。」

と
言
っ
て
い
る
か
ら、

も
し
こ
れ
に
従
え
ば、
「
花
鳥
に

〔
を〕

深
く
愁
う
る
莫
か
れ」

と
読
む
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う 。

し
か

し
「
詳
注」
は
次
の一
文
を
引
い
た
上
で
否
定
す
る
の
だ
が、

趙
次

公
の
注
に、
「
将
愁
字
属
花
鳥
説、

藍
詩
人
形
容
刻
露 、

花
鳥
亦
応

マ
マ

マ
マ

も
つ

愁
伯 、

猶
程
日
用
詩 、

朝
来
花
鳥
若
有
情
也
（
愁
の
字
を
将
て
花
鳥

に
属
し
て
説
う 、

蓋
し
詩
人
の
形
容
は
刻
露
し、

花
鳥
も
亦
応
に
愁

伯
す
べ
し、

猶
お
雀
日
用
の
詩
の、

朝
来

花
鳥

情
有
る
が
若
し

の
ご
と
き
な
り） 。」

と
あ
る
よ
う
に、
「
深
く
愁
う」

の
主
語
を
花

(43) 



鳥
と
す
る
見
解
も
あ
っ
た。
つ
ま
り

花
鳥
を
心
あ
る
も
の
と
み
な
す

見
方
は
そ
れ
ほ
ど
稀
少
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る。

な
お
後
に
な
る
と
明
ら
か
に
杜
甫
「
春
望」

を
意
識
し
て
作
ら
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
例
も
見
ら
れ
る。

紹
聖
四
年
(

1

0

九
七）
の
進

士 、

葛
勝
仲 、

字
は
魯
卿
の
七
律
「
春
日
野
歩
二
首」
〈
其
二〉

(「
丹
陽
集」
巻
ニ
―
)
の
頷
聯
に
は、

次
の
よ
う
に
言
う。

ぶ

び

撫
媚
花
枝
空
漑
涙

撫
媚
た
る
花
枝
は
空
し
く

涙
を
磯
ぎ

風
流
柳
色
但
牽
情

風
流
な
る
柳
色
は
但
だ
情
を
牽
＜

仮
に
読
ん
で
お
い
た
が、

こ
の
旬
は
「
花
枝」
と
「
柳
色」
が
主

語
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
読
め
る。
「
撫
媚」

の
旬
が
杜
甫
「
春
望」

を
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い。

葛
勝
仲
に
は、
「
余
諦
沙
陽 、

地
僻
家
遠
遇
寒
食 、

…
…

感
而
賦
詩
五
首、

以
杜
子
美
無
家
対
寒
食

五
字
為
韻」
（「
丹
陽
集」
巻一
六）
が
あ
っ
て、

杜
甫
「一
百
五
日

夜 、

対
月」
（「
詳
注
j

巻
四）
の
冒
頭
の
旬
を
韻
字
と
し
た
五
律
の

連
作
を
試
み
て
い
る
し、
「
次
韻
亮
卿
兄
詩
酒
中
興
三
首」
〈
其
三〉

(「
丹
陽
集』

巻
二
0
)

で
は、
「
伯
倫
子
美
真
豪
逸 、

風
味
平
生
願

執
鞭」
（
伯
倫
と
子
美
と
は
真
の
豪
逸 、

風
味

平
生

執
鞭
を
願

う）
と
あ
る
こ
と
か
ら
そ
の
杜
詩
へ
の
理
解
と
傾
倒
ぶ
り
が
う
か
が

わ
れ
る
か
ら
で
あ
る。
さ
ら
に
南
宋
・

宝
佑
四
年
(―
二
五
六）
の

進
士 、

陳
著 、

字
は
子
微
の
「
弟
蕪
飲
至
酔 、

酔
帰
源
道
中
荊
棘

中」
（「
本
堂
集」
巻
三一
）
に
見
え
る
次
の
旬
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か。

五
少
陵
非
愛
牛
炎
酒

少
陵
は
牛
炎
と
酒
と
を
愛
す
る
に
非
ず

花
鳥
感
時
詩
涙
潟

花
鳥
は
時
に
感
じ
て
詩
涙
潟
ぐ

「
詩
涙」

は
見
慣
れ
な
い
語
だ
が、

こ
の
旬
も
「
花
鳥」

を
主
語

と
し
て
読
め
な
い
だ
ろ
う
か。

陳
著
も
杜
詩
に
造
詣
が
深
く、

杜
甫

に
し
ば
し
ば
言
及
し
て
お
り、

例
え
ば
「
杜
工
部
詩
有
送
弟
観
帰
藍

田
迎
新
婦
二
首、

…
…」

（「
本
堂
集」
巻
八）
と
い
う
詩
が
あ
る
ほ

か、
「
闊
戴
師
初
食
長
斎」
（「
本
堂
集」
巻
三
0
)

で
は、
「
漂
泊
無

家
杜
少
陵 、

兵
間
奔
走
随
蓬
蔀」
（
漂
泊
し
て
家
無
し
杜
少
陵 、

兵

間

奔
走
し
て
蓬
蔀
に
随
う）
と
詠
じ
て
い
る。

「
鶴
林
玉
露」
に
つ
い
で
吉
川
氏
が
挙
げ
る
の
は、

川
合
氏
も
言

及
し
て
い
た
よ
う
に、

室
町
時
代
中
期
の
作
と
さ
れ
る
謡
曲
「
俊

寛」

で
あ
っ
て、

西
野
春
雄
校
注
「
謡
曲
百
番」
（
岩
波
書
店 、
一

九
九
八）
が
観
世
元
雅
(-
三
九
四
？
s
-

四
三
二）
の
作
と
す
る

「
俊
寛」

に
は、
「
時
を
感
じ
て
は、

花
も
涙
を
覗
ぎ 、

別
れ
を
恨
み

て
は、

鳥
も
心
を
動
か
せ
り。」

と
あ
る。

そ
の
後
に
吉
川
氏
が
挙

げ
る
の
は、

氏
の
言
及
を
そ
の
ま
ま
書
き
写
せ
ば、
「
洪
業
氏
の
Tu

Fu ,
China'
s
 Greatest
 Poet ,
 1952 ,
p .
89 .
 郷
翌
右
墨心
ヰ{
の
The
Art
 

of
 Chinese
 poet
ry,1962 ,
p .
149 .
 i
プ
イ
ヴノ
ィ
ッ
ト 、

ホ
ー

ク
ス
氏

の
A
Little
 P
ri
mar
 of
 Tu
 Fu ,
1967 ,
p .
48 .
」
で
あ
っ
て、

す
べ

(44) 



て
戦
後
の
書
物
で
あ
る。
『
解
釈
辞
典」
が
挙
げ
て
い
た
も
の
も
戦

後
の
書
物
と
い
う
点
で
は
同
様
で
あ
っ
た。

斎
藤
勇
『
杜
甫

そ
の

人、

そ
の
詩』
は、
「
時
に
感
じ
て
は
花
も
涙
を
浪
ぎ 、

別
れ
を
恨

ん
で
鳥
も
心
を
驚
か
す。」

と
読
み、

司
馬
光
『
温
公
詩
話」
を
引

い
て、
「
花
鳥
は
い
つ
も
娯
し
み
の
象
徴
で
あ
る
の
に、

今
は
花
や

烏
で
さ
へ
泣
い
た
り

悲
し
ん
だ
り
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
か
ら、

こ
の
二
行
だ
け
で
も
既
に
胸一
杯
の
感
懐
を
言
外
に
托
し
て
ゐ
る
の

で
あ
る。」

と
述
べ
る
が、

こ
の
よ
う
に
読
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
の

(9)
 

説
明
は
な
い。

な
お一
海
知
義
「
春
望」
（「
漢
詩一
日一
首」
平
凡
社 、
一
九
七

六）
は、

A
B
両
説
に
分
か
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
あ
と
に
吉
川
氏
の

発
言
を
引
き、

以
下
の
よ
う
に
指
摘
す
る。

私
自
身
の
理
屈
も、

な
く
は
な
い。

そ
れ
は、

詩
に
う
た
わ

れ
る
「
自
然
と
人
事
の
バ
ラ
ン
ス
説」

と
よ
ん
で
も
よ
い。

中

国
の
詩 、

こ
と
に
絶
旬
と
か
律
詩
と
よ
ば
れ
る
詩
型
で
は、

前

半
で
「
自
然」
を
う
た
い、

後
半
に
至
っ
て
は
じ
め
て
「
人
事」

を
う
た
う
場
合
が
す
く
な
く
な
い。

…
…

自
然
の
た
た
ず
ま
い

を
も
っ
て
う
た
い
お
こ
す
本
詩
「
春
望」

も、

ま
た
そ
の
系
列

に
入
れ
て
よ
い。

と
す
れ
ば、

前
半
の
四
旬
に
は、

人
間
は
ま

だ
登
場
し
て
は
な
ら
ぬ 、

涙
を
流
し
心
を
驚
か
す
の
は
人
間
杜

甫
で
な
く、

花
で
あ
り
鳥
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ 、

と
い
う
の
が、

六
私
の
理
屈
で
あ
り、

私
が
花
鳥
主
格
説
に
傾
く

理
由
の、

第
三

で
あ
る。
「
時
に
感
じ
て
は
花
も
涙
を
溺
ぎ 、

別
れ
を
恨
ん
で

は
鳥
も
心
を
驚
か
す」 。

一
海
氏
は
「
漢
詩
入
門」
（
岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書、
一
九
九
八）

に
お
い
て
も
ほ
ぼ
同
様
の
見
解
を
重
ね
て
述
べ
て
い
る。

中
島
和
歌
子
「
中
学
校
国
語
教
科
書
に
お
け
る
古
典
教
材
の
選
択

と
指
導
法
に
つ
い
て
ー

『
お
く
の
ほ
そ
道」
と
他
の
詩
歌
の
連
環
を

中
心
に
ー」

（「
札
幌
国
語
研
究」
―
二、

北
海
道
教
育
大
学
国
語
国

文
学
会
・

札
幌 、

二
0
0
七）
は、
一
海
氏
と
吉
川
氏
の
所
説
に
触

れ
た
後
で、

次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
（
傍
線
は
原
文
の
マ
マ） 。

吉
川
氏
は、

こ
の
対
旬
が
日
本
で
も
早
く
か
ら
読
ま
れ
た
南

宋
の
羅
大
経
の
随
筆
「
鶴
林
玉
露」
に
擬
人
化
の
例
と
し
て
挙

げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し、

世
阿
弥
作
の
謡
曲
「
俊
寛」

の、

俊
寛
だ
け
が
大
赦
に
漏
れ
た
と
わ
か
っ
た
場
面
に、
「
時

を
感
じ
て
は、

ii
涙
を
漉
ぎ 、

別
れ
を
恨
み
て
は、

ti
心

と
り
け
だ
も
の

を
動
か
せ
り。

（
中
略）
こ
の
島
の
鳥
獣
も、

鳴
く
は
わ
れ
を

訪
ふ
や
ら
ん」
と
あ
る
の
も、

そ
の
影
響
か
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
（
氏
の
引
用
は
対
旬
の
み） 。

他
に
も、
「
春
望」

の
対
旬
を

「
行
春
や
鳥
暗
魚
の
目
ハ
泊」

の
出
典
と
し
て
挙
げ
る
古
注
釈

(45) 



し
か
し
な
が
ら
吉
川
氏
に
先
行
し
て
こ
の
聯
を
擬
人
法
に
読
ん
だ

例
は、

や
は
り

少
な
い
と
言
え
そ
う
で
あ
る。
と
こ
ろ
が
管
見
に
よ

れ
ば、

擬
人
法
に
読
ん
だ
例
は
こ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い。

未
完
の
大
作
「
大
菩
薩
峠」

の
作
者
と
し
て
知
ら
れ
る
中
里
介
山

七
書
の
う
ち、
「
奥
細
道
菅
菰
抄』
は

で
い
た。

中
島
氏
が
指
摘
す
る
と
お
り、

高
橋
（
簑
笠
庵）

梨一
『
奥
細
道

菅
菰
抄」
は、
「
行
春
や
鳥
暗
キ
魚
の
目
ハ
泊」

の
旬
に
つ
い
て、

杜
甫
力
春
望
ノ
詩
二 、

時
ヲ
感
ジ
テ
ハ
花
モ
涙
ヲ
磯
キ 、

別

ヲ
恨
テ
ハ
鳥
モ
心
ヲ
驚
カ
ス 、

…
…

是
等
を
趣
向
の
旬
な
る

(10)
 

べ
し

と
述
べ
て
い
る。
「
奥
細
道
菅
菰
抄」
（
勉
誠
社
文
庫―
二
二、
一
九

八
四）
に
付
さ
れ
た
大
内
初
夫
氏
の
「
解
説」

に
よ
れ
ば、

高
橋
梨

-
（一
七
一
三
＼一

七
八
三）
の
著
に
な
る
同
書
は、
「
お
く
の
ほ

そ
道」
の
注
釈
書
と
し
て
は
宝
暦
九
年
（一
七
五
九）
に
著
さ
れ
た

武
田
村
径
「
お
く
の
ほ
そ
道
紗』
に
次
ぐ
も
の
で
あ
り、

安
永
五
年

（一
七
七
六）
に
成
立
し、

同
七
年
（一
七
七
八）
に
刊
行
さ
れ
た。

こ
れ
も
江
戸
時
代
の
中
期
に
は
花
と
鳥
を
主
語
と
す
る
読
み
方
が
存

在
し
た
証
拠
と
な
ろ
う。

「
花
モ
・

鳥
モ」
と
訓
ん

(11)
 

（
一
八
八
五
＼

一
九
四
四）

の
「
漢
詩
提
唱
（
杜
甫）」
（
隣
人
社 、

一
九
三
七）
に
こ
の一
聯
に
つ
い
て、

次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る。

稀
観
書
と
い
う
ほ
ど
で
は
な
い
が、

こ
の
書
物
に
言
及
さ
れ
る
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で、

当
該
の
聯
に
つ
い
て
述
べ
た
部
分
を
引
用

し
て
お
こ
う。

日
本
第一
の
詩
人
と
称
す
べ
き
芭
蕉
の
如
き
も
杜
甫
に
負
ふ

(12)
 

と
こ
ろ
が
甚
だ
多
い
の
で
あ
る。
…
…
こ
れ
は
有
名
な
「
奥
の

細
道」

の
う
ち
の
名
文
章
で
あ
る
が、

こ
の
中
に
如
何
に
杜
甫

の
影
が
多
く

射
し
て
ゐ
る
か、

む
し
ろ
芭
蕉
と
杜
甫
と
の
合
唱

と
称
す
べ
き
も
の
が
あ
る。

如
何
に
芭
蕉
が
杜
甫
に
共
鳴
し
感

化
せ
ら
れ
て
ゐ
る
か
と
い
ふ
こ
と
は、

こ
の一
節
を
以
て
し
て

も
極
め
て
よ
く

分
る
の
で
あ
る
が、

こ
A
に
そ
の
淵
源
を
成
し

(13)
 

て
ゐ
る
杜
甫
の
原
作
を
掲
げ
て
見
る。
…
… 。

ト
キ

カ
ン

ハ
ナ
ナ
ミ
ダ

ソ
、

ワ
カ
レ

ウ
ラ

ト
リ

…
…

時
に
感
じ
て
は
花
涙
を
澱
ぎ 。

別
を
恨
ん
で
は
鳥

コ
コ
ロ
オ
ド
ロ

心
を
驚
か
す。
…
…

序
に
い
ふ
が、

あ
る
書
物
に
此
の
詩
を
和
訓
に
し
て、

第
三

旬
及
び
四
旬
を、
「
時
に
感
じ
て
は
花
に
も
涙
を
洞
ぎ 、

別
を

恨
ん
で
は
鳥
に
も
心
を
驚
か
す」
と
に
も
を
添
へ
て
読
ま
し
て

あ
っ
た、

揚
足
を
取
る
わ
け
で
は
な
い
が、

こ
れ
は
余
計
な
こ

と
で
あ
る、

こ
A
は、

人
を
主
格
と
せ
ず
し
て
花
鳥
を
主
格
と

し
な
け
れ
ば
妙
味
が
失
は
れ
て
し
ま
ふ 、

時
に
感
じ
別
を
恨
ん

(46) 



で
人
間
が
花
や
鳥
に
向
つ
て
傷
心
の
思
ひ
を
寄
せ
る
の
で
は
な

い、

時
に
感
じ
別
を
恨
ん
で
心
な
き
花
も
鳥
も
心
を
傷
ま
し
め

る
と
い
ふ
こ
と
に
な
っ
て一
層
詩
の
妙
味
が
現
れ
て
来
る
の
で

あ
る、

詩
な
ど
と
い
ふ
も
の
は一
字一
句
の
置
き
違
ひ
読
み
違

ひ
に
も
多
大
の
価
値
を
生
じ
て
来
る
こ
と
は
特
に
李
杜
あ
た
り

の
名
詩
に
於
て
は
其
の
都
度
切
実
に
感
ぜ
ら
る
る
こ
と
で
あ
る。

芭
蕉
の
名
旬
に

ゆ
く

春
や
鳥
暗
き
魚
の
目
は
泊

と
い
ふ
の
が
あ
る、

こ
れ
は
芭
蕉
旬
中
で
も
特
に
名
吟
の
う
ち

に
属
す
る
も
の
だ
が、
「
魚
の
目
に
涙」

と
い
ふ
こ
と
が、

杜

甫
の
右
の
二
句
に
負
う
処
が
あ
り
と
し
て
も
更
に
そ
れ
と
は
別

な
る
と
こ
ろ
の
洗
練
が
あ
る。

花
が
暗
き、

鳥
が
驚
き、

魚
の

目
に
涙
が
あ
る、

す
べ
て
無
心
の
も
の
に
有
心
を
付
与
し
た
と

こ
ろ
に
深
い
味
ひ
が
あ
る
の
で
あ
る、

魚
を
見
て、

人
間
の
目

に
涙
が
宿
る
で
は
何
に
も
な
ら
ぬ 。

介
山
は
漢
詩
に
深
い
関
心
を
寄
せ
て
お
り、
「
漠
詩
提
唱
（
杜

(

14
)
 

甫）
j

を
刊
行
す
る
前
年
の
十一
月
に
は
「
漢
詩
提
唱
（
李
白）』
を、

「
漠
詩
提
唱
（
杜
甫）」
が
刊
行
さ
れ
た
四
カ
月
後
の
同
年
六
月
に
は

「
漠
詩
提
唱
（
白
楽
天）」
を
刊
行
し
て
い
る。

介
山
は
「
花
鳥」

を
主
語
と
し
て
読
む
ヒ
ン
ト
を
ど
こ
か
ら
得
た

の
で
あ
ろ
う
か。
「
漠
詩
提
唱
（
杜
甫）」
百一
頁
以
下
に
は
杜
甫
の

詩
に
関
す
る
諸
家
の
評
論
な
ど
を
引
用
し
て
い
る。

人
物
と
書
物
を

列
挙
し
よ
う。

(

15
)
 

王
安
石 、

元
穣 、

白
楽
天、
『
唐
宋
詩
醇」 、

侮
与
磯 、
『
詩
藪」 、

(16)
 

蘇
子
騰 、

陶
開
虞 、

厳
消
浪 、

秦
淮
海 、

宋
祁
『
新
唐
書』
本

伝、

趙
翼 、

清
・

乾
隆
帝

介
山
が
こ
れ
ら
を
ど
こ
か
ら
引
用
し
た
の
か、

は
っ
き
り
し
な
い

が、

書
名
を
挙
げ
な
い
も
の
の
う
ち
に
「
詳
注』
「
諸
家
論
杜」

か

ら
の
引
用
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る。
こ
の
ほ
か
唯一

、

日
本
人
の
名
が
見
え
る
の
は
森
愧
南
（
八
三
頁）
で
あ
る。

介
山
は

(17)
 

森
愧
南
「
杜
詩
講
義」

中
巻
の
「
投
贈
斑
舒
開
府
二
十
韻」

に
関
す

る
解
説
の
中
か
ら、

長
律
に
お
い
て
杜
甫
の
占
め
る
位
置
に
つ
い
て

(

18
)
 

森
愧
南
が
述
べ
た
部
分
を
十
八
行
に
わ
た
っ
て
引
用
し
て
い
る。
こ

の
こ
と
か
ら
も
介
山
が
『
杜
詩
講
義」
に
目
を
通
し
て
い
た
こ
と
は

間
違
い
な
い。
し
か
し、

森
愧
南
は
「
春
望」

の
当
該
の
聯
（
上
巻 、

―
一
四
頁）
に
つ
い
て、

…
…

元
来
国
破
れ
て
山
河
在
り

其
間
に
居
り
ま
す
我
も
亦
時

を
慨
し
て
居
り
ま
す
か
ら
花
を
見
て
涙
を
戦
ぐ

種
と
な
り、

夫

か
ら
別
を
恨
ん
で
居
り
ま
す
我
身
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
る
に
依

つ
て、

鳥
を
聞
い
て
も
心
を
驚
す
と
こ
ろ
の
媒
と
相
成
り
ま
す

も
の
で
あ
る
が
眼
に
触
れ
耳
に
聴
く
と
こ
ろ
の
も
の
何
れ
も
悲

感
を
惹
か
ざ
る
な
し
と
申
し
ま
す
次
第
で、

…
… 。

(47) 



と
述
べ
て
い
る。

同
書
は
杜
甫
の
詩
に
返
り

点
を
付
し
て
引
用
す
る

が、

書
き
下
し
文
は
な
い。
し
か
し
森
愧
南
は、

主
語
は
杜
甫
で
あ

る
と
解
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て、

介
山
が
こ
の
見
解
を
踏
襲
す
る
こ

と
は
な
い。
つ
ま
り

介
山
に
は
特
定
の
書
物
に
拠
っ
て
杜
詩
を
解
釈

し
よ
う
と
す
る
意
図
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か。

そ
れ
が

「
春
望」

の
頷
聯
を
擬
人
法
に
読
ん
だ
要
因
と
な
っ
て
い
よ
う。

付
記
し
て
お
く
な
ら
ば、

こ
の
ほ
か、
B
説
で
管
見
に
入
っ
た
も

の
の
う
ち、

中
国
の
研
究
者
の
も
の
と
し
て
は、

林
庚
．

凋
玩
君
主

編
「
中
国
歴
代
詩
歌
選

上
編
（
二）」
（
人
民
文
学
出
版
社 、
一
九

六
四
第一
版 、
一
九
九一
第一
八
次
印
刷）
が
あ
る。
こ
れ
は
は
っ

き
り
と
擬
人
法
で
あ
る
と
認
め、

以
下
の
よ
う
に
述
べ
る。

「
感
時」

二
旬、

是
擬
人
写
法 、

意
思
是、

自
己
感
歎
時
局 、

見
花
而
漑
涙 、

覚
得
花
也
在
猿
涙 、

恨
恨
離
別 、

聞
鳥
而
驚
心、

覚
得
鳥
也
在
心
驚 ゜

ま
た
葛
暁
音
「
杜
甫
詩
選
評』
（
上
海
古
籍
出
版
社 、

二
0-
―

)

も
B
説
に
加
え
ら
れ
よ
う。

同
書
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る。

但
是
山
河
草
木
雖
然
無
情 、

詩
人
却
使
宅
何
都
変
成
了
有
情

之
物、

花
鳥
会
同
詩
人一
様
因
感
時
而
猿
涙 、

因
恨
別
而
傷
心。

足
見
人
間
深
重
的
苦
難
也
難
能
驚
動
造
化 。

花
児
帯
露・
鳥
児

暗
鳴
不
過
是
自
然
現
象、

而
所
猿
之
泊
和
所
驚
之
心
実
出
自
詩

人。

因
此
花
和
鳥
的
瀕
泊
和
驚
心
只
是
人
的
移
情 。

お
わ
り
に

花
が
涙
を
磯
ぎ 、

鳥
が
心
を
驚
か
す
と
い
う
の
は
杜
甫
の
感
情
が

投
影
し
た
も
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る。

既
に
述
べ
て
き
た
こ
と
と
重
な
る
が、

小
杉
放
庵
と
中
里
介
山
の

読
み
方
を
紹
介
し
た
研
究
を
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い。

放
庵
の
書
物

は
先
に
述
べ
た
よ
う
に、

戦
後
も
出
版
社
を
変
更
し
て
刊
行
さ
れ
て

い
る
か
ら、
一
定
の
読
者
層
を
有
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る。
一
方 、

介
山
の
書
物
が
紹
介
さ
れ
な
か
っ
た
の
は、

そ
の
影
響
が
か
な
り
限

定
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い。
し
か
し、

以

上
に
見
て
き
た
よ
う
に、
「
春
望」

の
頷
聯
の
読
み
は、

C
説
を
別

と
す
れ
ば、

決
し
て
A
B
の
う
ち
の
ど
ち
ら
か一
方
の
説
に
限
っ
て

採
用
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
く、
B
説
に
も
相
当
な
支
持
が
あ
っ

た
こ
と
は
確
か
で
あ
る。

頷
聯
の
読
み
が
詩
全
体
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
及
ぼ
す
か
に
つ
い
て
は
詳
細
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

し
か
し、

ど
の
説
に
与
し
よ
う
と
も、
「
春
望」

の
頷
聯
が
い
か
に

読
ま
れ
て
き
た
の
か、

そ
の
歴
史
を
た
ど
る
の
で
あ
れ
ば、

本
稿
で

は
簡
略
に
し
か
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
が、

唐
詩
の
擬
人
法
に
つ
い
て

再
検
討
す
る
と
と
も
に、

我
が
国
の
古
典
を
も
視
野
に
入
れ
て
検
討

の
範
囲
を
拡
大
す
る
必
要
が
あ
ろ
う。
そ
の
際
に
は
我
が
国
に
お
い

て
は
高
橋
梨一
や
小
杉
放
庵
と
中
里
介
山
の
読
み
方
が
存
在
し
て
い

(48) 



注

(
1)

『
解
釈
辞
典」
刊
行
以
前
の
も
の
で
目
に
入
っ
た
も
の
で
は、

内
田
泉

之
助
『
新
選
唐
詩
鑑
賞」
（
明
治
書
院 、
一
九
五
六）
が、
「
花
に
も
涙

を
浪
ぎ、
…
…

鳥
に
も
心
を
驚
か
す」

と
読
ん
で、
「
な
お
こ
の
前
聯
を

「
時
に
感
じ
て
花
は
涙
を
浪
ぎ、

別
れ
を
恨
ん
で
鳥
は
心
を
驚
か
す」
と

読
ん
で、

時
に
感
ず
る
も
の、

涙
を
漑
ぐ
も
の
は
花
と
見、

同
じ
く

別

れ
を
恨
み、

心
を
驚
か
す
も
の
を
鳥
と
見
る
説
（
新
唐
詩
選）
も
あ
る。

文
法
的
に
は
無
難
で
あ
ろ
う。

し
か
し
花
鳥
は
も
と
無
心、

有
心
は
人

に
あ
る。

解
釈
と
し
て
は
従
い
難
い。」
と
述
べ、

目
加
田
誠
『
唐
詩
三

百
首
2」

（
東
洋
文
庫 、
一
九
七
五）
が、
「
花
に
涙
を
猿
ぎ、

…
…

鳥

に
心
を
驚
か
す」
と
読
み、

ま
た
同
氏
『
唐
代
詩
史』
（
目
加
田
誠
著
作

集
六 、

龍
渓
書
舎 、
一
九
八一
）
で
は、
「
花
に
も
涙
を
浪
ぎ、

…
…

烏

に
も
心
を
驚
か
す」

と
読
ん
で
お
り、

刊
行
以
後
の
も
の
で
は、

興
膳

宏
「
杜
甫
ー

憂
愁
の
詩
人
を
超
え
て」
（
岩
波
書
店 、
二
0
0
九） 、

宇

野
直
人
「
杜
甫
ー

偉
大
な
る
憂
鬱」
が
あ
る。

近
年
の
も
の
で
は
張
忠

綱
・

孫
微
「
杜
甫
集』
（
鳳
凰
出
版
社 、
二
0一
四）
が、
「
感
時、

感

傷
時
局 。

花
浪
涙 、

見
花
開
而
覗
涙 。

鳥
驚
心、

聞
鳥
鳴
而
心
驚 。」
と

説
明
し
て
い
る。

(
2)

夏
松
涼
「
杜
詩
鑑
賞」
（
遼
寧
教
育
出
版
社 、
一
九
八
六）
も
擬
人
法

を
用
い
る
と
見
な
し
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る。

頷
聯
是
采
用
擬
人
手
法 、

濱
染
詩
人
憂
国
思
家
的
痛
苦
心
情 。

た
こ
と
も
記
憶
に
留
め
て
お
く

べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か 。

…
…

「
花
瑕
涙」 、

是
説
花
草
也
因
国
家
的
残
破
和
人
民
的
苦
難
而
同

情
而
驚
恐
暗
鳴 。

当
詩
人
在
春
天
的
早
晨 、

詩
人
所
看
到
的
是一
片

寂
寛
荒
涼
景
象 、

這
更
激
起
他
内
心
的
無
限
苦
痛 。

子
是 、

在
他
看

来 、

春
天
早
晨
鮮
花
上
晶
螢
的
露
珠 、

也
成
了
花
的
傷
心
的
涙
水
了 、

樹
間
春
鳥
的
暗
叫 、

也
成
了
国
破
家
亡
的
驚
恐
哀
鳴
了 。

人
対
花
流

涙 、

花
対
人
流
涙 、

人
与
花
的
涙
水
流
在一
起
了 、

鳥
対
人
哀
鳴 、

人
対
鳥
嘆
息 、

人
与
鳥
的
感
情
融
成一
片
了 。

這
種
擬
人
手
法 、

用

来
抒
写
詩
人
内
心
的
悲
苦 、

特
別
深
刻
有
力 、

在
我
国
古
典
詩
詞
中

被
常
常
運
用。

(
3)
『
解
釈
辞
典」
は
言
及
し
な
い
が、

横
山
伊
勢
雄
「
中
国
古
典
詩
衆
花

ー
政
治
と
戦
乱』
（
小
学
館 、
一
九
八
四）
の
指
摘
も
以
下
に
引
い
て
お

＜
 

頷
聯
の
「
花
浪
涙」

と
「
鳥
驚
心」

の
旬
を、
「
花
（
も）
涙
を
猿

ぎ
「
鳥
（
も）

心
を
驚
か
す」

と
読
ん
で、

花
と
鳥
を
主
格
に
し
た

擬
人
化
と
見
る
解
釈
も
あ
る
が、

こ
の
詩
の
場
合
は
適
切
で
な
い。

花
や
鳥
が
人
間
の
悲
惨
な
情
況
に
同
情
し
て
い
る
と
み
る
と、

詩
情

が
感
傷
に
流
さ
れ
て
弱
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る。

首
聯
の
山

河
・

草
木
を
承
け
た
頷
聯
の
花
・

鳥
は
あ
く
ま
で
不
変
の
姿
と
秩
序

を
も
っ
て
非
情
に
存
在
す
る
自
然
の
側
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

、
。↑

 

(
4)
吉
川
幸
次
郎
『
杜
甫
II』
（
筑
摩
書
房 、
一
九
七
二）
に、
「
謡
曲
『
俊

寛」
が、
「
時
に
感
じ
て
は、

花
も
涙
を
浪
ぎ、

別
れ
を
恨
み
て
は、

鳥

も
心
を
動
か
せ
り」

と
い
う
の
も、

そ
の
影
響
が、

五
山
の
禅
僧
を
通

じ
て、

作
者
世
阿
弥
に
及
ん
で
い
る
の
か
も
知
れ
な
い。」

と
あ
る。
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(
5)

同
氏
「
杜
甫
『
春
望」
の
漉
涙
に
つ
い
て」

の
注
(
3)
に、

以
下

の
よ
う
に
あ
る。

王
力
『
古
代
漠
語」

下
冊
第
二
分
冊
（
中
華
書
局 、
一
九
六
四
）

-

1二
七
五
頁 。

高
橋
君
平
一
杜
甫
「
春
望」
の
解
釈」
（「
九
州
中
国

学
会
報」
一
八 、
一
九
七
二
）

も
同
様
の
読
み
を
主
張
す
る。

こ
の

読
み
方
で
は
文
法
上
の
主
語
は
花
と
鳥
だ
が、

実
質
的
に
涙
し
心
驚

く
の
は
作
者
で
あ
る
の
で、
A
〔
主
語
を
作
者
に
読
む
説
11

筆
者
注〕

に
入
れ
た。

ま
た、

同
氏
「
杜
甫
『
春
望
j

の
驚
心
に
つ
い
て」

の
注
(
4)

に

は
以
下
の
よ
う
に
言
う。

王
力
「
漢
語
詩
律
学』
で
は
「
春
望」

の
頷
聯
を
「
花
使
涙
猿 、

烏
使
心
驚
（
花
は
涙
を
し
て
浪
が
し
め、

鳥
は
心
を
し
て
驚
か
し

む
）」

と、
「
浪」
「
驚」
の
自
動
詞
を
他
動
詞
と
し
て
用
い
た
例
と
す

る。
（「
王
力
文
集」

第
十
四
巻
所
収 、
一
九
八
九
年、

山
東
教
育
出

版
社 、
三
一
0
頁）

王
力
「
渡
語
詩
律
学」
（
中
華
書
局
香
港
分
局 、
一
九
七――-
）

第一
章、

近
体
詩 、

第
二
十
節 、

近
体
詩
的
語
法
（
上
）、

1 、

詞
的
変
性
の
項

で
は、
「（
五
）

不
及
物
動
詞
作
及
物
動
詞
用
（
使
動
）」

の
例
と
し
て

「
春
望」

の
頷
聯
が
引
か
れ
る。

(
6)
王
瑞
来
点
校
「
鶴
林
玉
露」
巻
四 、

乙
編
（
中
華
書
局 、
一
九
八
三
）

に
よ
る。

(
7)

慶
安
元
年
（一
六
四
八
）

京
都
林
甚
衛
門
刊
本。

和
刻
本
漢
籍
随
筆

集
八 、

汲
古
書
院 、
一
九
七
三
影
印。

(
8)
小
山
弘
志
•

佐
藤
喜
久
雄
·

佐
藤
健一
郎
「
謡
曲
集
二」
（
小
学
館 、

一
九
七
五）
に
は、
「
世
阿
弥
作
と
い
う
確
証
は
な
い
が、
『
能
本
作
者

註
文」
『
い
ろ
は
作
者
註
文」
『
歌
謡
作
者
考」
『
二
百
拾
番
謡
目
録」
等

す
べ
て
世
阿
弥
の
作
と
す
る。」

と
あ
る。

(
9)
同
書
二
0
二
頁 。
な
お
六
0
頁
に
は、
一
時
に
感
じ
て
は
花
に
も
涙
を

磯
ぐ」

と
あ
る。

(
10)
「
お
く
の
ほ
そ
道

付
奥
細
道
菅
菰
抄」
（
岩
波
文
庫 、
一
九
七
九
第

一
刷 、
二
0
0
七
第
五一
二
刷）
に
よ
っ
た。

(
11)

表
紙
に
「
隣
人
社
発
行」

と
あ
り、

奥
付
に
は
発
行
所
と
し
て
「
隣

人
之
友
社」

と
あ
る。

隣
人
之
友
社
は
「
大
菩
薩
峠」

の
ほ
か、

介
山

の
個
人
雑
誌
「
隣
人
之
友」
「
峠」

な
ど
の
発
行
所。
『
漢
詩
提
唱
（
杜

甫）」
で
は
上
巻
で
二
五
篇、

下
巻
で
七
篇
が
取
り

上
げ
ら
れ
る。

(
12)
「
三
代
の
栄
耀一
睡
の
中
に
し
て、」

よ
り
「
夏
草
や
兵
ど
も
が
夢
の

跡」

ま
で
の
引
用
が
あ
る
が
省
略
し
た。

(
13)
一
三
頁
以
降
に
「
春
野」

と
し
て
「
春
望」

を
引
用
す
る
が、

前
後

の
句
は
省
略
す
る。
「
春
野」
は
誤
植 。
四
三
頁
で
は
「
春
望」
と
な
っ

て
い
る。

(
14)
『
中
里
介
山
全
集」

第一
七
巻
（
筑
摩
書
房 、
一
九
七
一
）

所
収 。

杜

甫
と
白
楽
天
は
全
集
に
未
収
録 。
な
お 、
「
白
楽
天」
ま
で
は
刊
行
さ
れ

た
が、

予
告
さ
れ
た
「
高
青
邸」

以
下
は
末
刊 。

(
15)
「
博」

は
「
博」

の
誤
り。

博
与
蠣
（
初
字
は
汝
嘱）
は
元
・

博
若
金

(-
――1
0
四
＼一

三
四
三
）。

(
16)
「
胸」

は
「
贈」

の
誤
り。

(
17)
文
会
堂 、
一
九―
ニ
・

四
初
版 、
一
九―
ニ
・

五
第
二
版 。

(
18)
た
だ
し
原
文
の
一
此
律
体」
を
一
長
律
体」
に、
一
声
調」
を
一
格
調」
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（
北
海
道
教
育
大
学）

に
改
め
る
な
ど、

改
変
し
た
箇
所
が
あ
る。

〔
付
記〕

本
稿
は
中
国
文
化
学
会
の
大
会
（
二
0一
四
・

六 、

於
北
海
道
教

育
大
学
札
幌
校）
に
お
け
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
漢
詩
教
材
と
し
て
の
杜

甫
の
詩」

に
お
い
て
口
頭
報
告
し
た
一
杜
甫
の
詩
を
ど
う
読
む
か
ー

「
春
望」
の
頷
聯」
を
補
訂
し
た
も
の
で
あ
る。

当
日、

御
示
教
く
だ
さ

っ
た
参
加
者
に
感
謝
す
る。
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